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コ
ロ
ナ
禍
　「
福
島
の
教
訓
」生
か
せ

　
適
切
な
例
え
で
は
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
コ
ロ
ナ
禍
は
福
島

第
１
原
子
力
発
電
所
事
故
後
の

「
低
線
量
被
ば
く
問
題
」
と
重
な

る
部
分
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
た
し
か
に
、
こ
れ
ま
で
経
験

し
た
こ
と
が
な
く
、
目
に
も
見
え

な
い
、
非
常
に
や
っ
か
い
な
相
手

で
あ
る
こ
と
は
共
通
し
ま
す
。

　
福
島
第
１
原
発
で
は
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
津
波
の
影
響
で
非

常
用
発
電
機
が
失
わ
れ
、
「
全
電

源
喪
失
」
と
な
り
ま
し
た
。
炉
心

溶
融
（
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
）
が
起
こ

り
、
セ
シ
ウ
ム
な
ど
の
放
射
性
物

質
が
広
く
放
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
未
曾
有
の
事
故
の
た
め
、

福
島
県
で
は

万
人
に
も
上
る
県

民
が
避
難
し
、
事
故
か
ら
９
年
以

上
が
過
ぎ
た
今
で
も
、
約
４
万
人

が
避
難
を
続
け
て
い
ま
す
。
私
も

飯
舘
村
の
支
援
を
続
け
て
き
ま
し

た
が
、
避
難
に
伴
う
生
活
環
境
の

変
化
は
、
健
康
状
態
に
悪
影
響
を

与
え
ま
す
。

　
原
発
事
故
を
含
む
震
災
の
関
連

死
は
、
２
０
１
９
年
度
、
福
島
県

で

人
増
え
、
計
２
３
０
４
人
に

な
り
ま
し
た
。
次
に
多
い
宮
城
県

の
９
２
８
人
、
岩
手
県
の
４
６
９

人
を
大
き
く
上
回
り
、
震
災
関
連

死
全
体
の
６
割
が
福
島
県
で
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
福
島
県
で
の
震
災
関
連
死
の
約

３
分
の
２
は
原
発
事
故
に
よ
る
避

難
の
影
響
で
病
気
が
悪
化
す
る
な

ど
の
「
原
発
関
連
死
」
だ
と
い
う

報
道
も
あ
り
ま
す
。
相
馬
市
、
南

相
馬
市
の
避
難
者
を
対
象
と
し
た

調
査
で
は
、
糖
尿
病
が
６
割
も
増

え
て
い
ま
し
た
。
飯
舘
村
の
避
難

者
で
も
、
肥
満
、
高
血
圧
、
糖
尿

病
、
脂
質
代
謝
異
常
な
ど
が
明
ら

か
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
糖
尿
病
に
か
か
る
と
膵
臓
が

ん
、
肝
臓
が
ん
を
発
症
す
る
リ
ス

ク
は
２
倍
に
な
り
、
が
ん
全
体
で

も
２
割
増
え
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
か
ら
、
が
ん
予
防
の
面
で

も
、
避
難
の
影
響
は
甚
大
で
す
。

　
一
方
、
放
射
性
物
質
に
よ
る
影

響
は
予
想
以
上
に
軽
微
な
も
の
で

し
た
。
県
民
の
被
ば
く
量
、
と
く

に
、
食
品
か
ら
の
内
部
被
ば
く
は

ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
抑
え
ら
れ
て
お
り
、

国
連
科
学
委
員
会
も
「
が
ん
患
者

の
増
加
は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
報

告
し
て
い
ま
す
。

　
大
規
模
な
避
難
は
、
結
果
的
に

福
島
県
民
の
全
体
的
な
健
康
状
態

に
マ
イ
ナ
ス
に
作
用
し
た
と
思
い

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
を
軽
視
す
る
つ
も
り
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
の
死
亡
数

は
１
０
０
０
人
余
り
。
一
方
で
、

が
ん
に
よ
る
年
間
死
亡
数
は

万

人
を
超
え
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
も
福
島
の
教
訓
を
忘
れ
ず
、
が

ん
対
策
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
で

し
ょ
う
。

（
東
京
大
学
病
院
准
教
授
）


